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水Gの目標
• 水グループの目標は、対象としているアジア諸
都市（関東、バンコク、ジャカルタ、大阪、etc）に
おいて以下の4項目を実施することである。

• 都市化に伴う地下水流動の変遷を捉えるための
地下水ポテンシャルデータの収集

• 地下水帯水層に保存されている都市化に伴う人
為的な影響の時系列変化の抽出

• その解析に必要とされる若い地下水年代トレー
サー（CFCｓ、Kr85）手法の開発

• これらの諸都市からのデータを比較検討するこ
とで異なる都市発達段階の違いの認識
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CFC and 85Kr for modern groundwater age tracer

Kr‐85:  half life 0.7yr
Kr‐85 : origin Nuclear power plant,     

reprocessing plant

Used as refrigeration and air conditioning
or spray‐gas until 1990



本日の話

• 水Gの当初目標と今年度の実施項目につい
て(嶋田）

• BKK地下水流動の実態と今後の展望(山中）

• Kr抽出法と減容法の開発、その現場適用と
問題点（馬原・百島）

• 今年度の計画(嶋田）



２００８年度後半の計画

• 北関東地域におけるKr採水調査（3月）

• 釜石鉱山 におけるKr法、CFCｓ法の検証(3月）

• Jakarta帯水層シミュレーションの着手
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